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「誰にノーと言うか」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M・Fukaya

1１月6日の人事委員会の証人尋問は、卒業はしたけれども元・多摩中生徒さんの保護者の方だと聞いたとき、私はまず、「すごいなぁ、大丈夫だろうか？」と、思ったものだ。なぜなら、根津公子さんが多摩中に赴任して以来、特に2001年2月から2002年3月にかけて、教育委員会、校長、教頭、それからそれに追従する一部地元勢力から受けた謀略・暴力は、本人をどんなに傷つけたかということは言うまでもないが、地元には、根津公子さんとは別の形で傷ついた生徒さんや保護者の方々がたくさんいるだろうと、常々思っていたからだ。根津さんは、傷つき、学び、立ち直ったけれども、地元のそういう人たちはどうしているだろうか。人を陥れることに加担した人たちと、顔をあわせて暮らしていかなくてはいけないのに…、というような思いがあったので、私は、6日には、証言する保護者の方の勇気にまず襟を正す気持ちで傍聴席にすわった。そしてその女性が「嘘を言わない」という宣誓書を読み上げる時には、心からのエールをこめて起立し、その勇気に敬意を払ったつもりだ。

[image: image5.wmf]　私が聞いた証言は、一言で言うと、立派な証言だった。緊張しているふうでもなく、落ち着いて、ゆっくり考え考え、言葉を選びながら、当時の状況を証言してくれた。特に、2001年6月22日の魔女裁判もどきの保護者会の時のことは、その異常な雰囲気の中で、彼女自身がおかしいと思いつつも怖くて声をあげられなかったこと、せいぜいできたことは、ことを仕組んでいる人たちへの同調の拍手をしなかったことくらいだったことなど、苦しいであろう胸のうちを、静かな低い声で証言している後姿は、今も私の瞼にしっかりと焼きついている。証言した女性は、その後、事の成り行きを冷静に見詰めなおし、これはとんでもないことだと理解したのだろう。あの時、私はメモをとらなかったので正確には覚えていないけれども、彼女は「こういうことで根津先生が処分されるのは間違っている。そのことだけは、はっきり言いたくて証言しました」というようなのことを証言した。静かな人事委員会室にしっかり染み入るように伝わった。私は、涙があふれそうになったのと、こんなすばらしい証言を外で待っている人たちにも聞かせてやりたいという思いとで、そこで急いで外に出て交替してしまったので、後半のことはわからない。しかし聞くところによると、その後の都側の弁護士の質問にも、ひるむことなく落ち着いて答えていたそうだ。

　私たち傍聴者が、毎回締め出され、窮屈な思いで傍聴している都庁39階の人事委員会室の上のほうには知事室がある。石原氏は、以前、「Noと言える日本」という本を書いて人々の心を掴んだ。しかし今になったらよくわかった。石原氏が、本当に「No」と言っているのは、女性や社会的弱者に対してだけなのではないか。たまには、そのかすみたなびく知事室から、単身、降りてきて人事委員会の公開審理でも傍聴してみるがいい。しっかりと自分の言葉で強者に対し「Ｎｏ」と言っている日本人、しかも知事がその存在すら否定している中年の女性を見ることができるから。こういう女性は目立たない。だが、困難な状況を見極め解きほぐしていく力、破壊より創造する力をもった女性に違いない。こういう力こそが、平和を、民主主義を維持していく力なのだろうと思う。心に残るいい証言を傍聴させてもらって感謝しています。

[image: image2.png]



多摩中人事委員会審判＝５回目の傍聴記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九条　守

明るく広々とした部屋なのに、下手な使い方をしていますね。正面に審判員（というのか？）、向かって左が審議請求側（根津さんと弁護士さん）の席、右が処分側（根津さんを処分した側）の席となっていて、コの字型、裁判の時と同じような形です。我々の傍聴人席は、審判員と対面する位置にあるのですが、パイプ椅子が２９個２列にビッシリ並んでいて、出入りにも一苦労するくらい狭くなっています。

もう少し合理的に部屋を使えば、あと１５、６人は座れると思うのに･･････。行政って、ホントに人やモノを使うのが下手ですね。それとも、もしかして意図的？
　というわけで、遠くから傍聴しに出かけて来ても、傍聴者が２９人以上になると抽選となります。今回は、見たところ傍聴者が２９人未満だったので、みんな入れるかなと思っていたら、背広の軍団がエレベーターからどっと出てきて、抽選になってしましました。いつも来る軍団で、結構寡黙な方々です。処分者側の要請で来てるのでは？とか、もしかして勤務中に来てるのかしら？とか、根津支援の人間を少しでも困らせてやろうと傍聴妨害の意味で来てるんじゃない？・・・・などの憶測が乱れ飛んで、ほとんど定着しつつある昨今です。審議が始まってまもなく、後ろの席から気持ちのよさそうな寝息が・・・・。軍団の方でした。ホンマにご苦労さん。

　今日の被尋問者は根津さんを支援する元保護者の方でした。まず、宣誓から始まります。処分側の証人の宣誓は、尋問に対する受け答えを聞いている限り、「うっそォ～！」 と感じますが、今回は最後まで真摯で正直な姿勢に好感が持てました。いつも、証人があまりに露骨な偽りを並べ立てるので、傍聴席からヤジが飛ぶのですが、今回は静かでした。処分側は、巧妙な尋問で迫ったのですが、空回りした感じでした。

　終ってから、証人が感想を話してくれました。「人前で話すのは苦手なのですが、今回出廷を決意したのは自分のためでもあるのです。根津さんがつるし上げのような状態に置かれた、多摩中の“緊急保護者会”の場で、おかしいと思いながらも場の雰囲気に気圧されて何も言えなかったから。緊張したけど、自分の中の確信部分はしっかりあったので、落ち着いて話せました。」

　保護者が証人として立つ例は、国立二小の場合を除いてあまり知りません。勇気ある行動だとおもいます。傍聴に駆けつける人々の中には、休むこともままならない状態に置かれている教師や、日給の仕事をされている人など、相当の厳しい状況を背負って臨んでいる方々が少なくありません。根津さんの勇気、強さもさることながら、支援者ひとりひとりの覚悟と決意にも敬意を表したいと思った次第です。

都教委の「入･卒式実施指針」に抗議しよう!!

10月23日東京都教委は「入学式、卒業式等における国旗掲揚及び

国歌斉唱の実施について」を各都立学校に通達しました。

国立の「日の丸・君が代」強制に反対する市民運動ネット

ワークによれば、●都道府県単位では初めて「ピアノ伴奏等」

と国歌伴奏の方法を示したこと、●「国旗に向かって起立」と「日の丸」という「モノ」を仰がせるような示し方をしたこと、●卒業証書「授与」をすることや、その場所まで示したこと、●今まで「実施指針に『基づいて』実施する」としていたものを「実施指針の『とおり』行うものとする」としたこと、●広島県に次いで全校長に職務命令を発したこと、●北九州市、広島県に次いで「君が代」の時の不起立を懲戒処分（服務上の責任）の対象にしようとしていることなど、格段と強制的になっていると分析されています。

実際、10月末に都立の２高校で行われた周年行事の様子が都立高校の教員から報告されています。

＜戒厳令下の周年行事校－このまま常態化してしまってよいのだろうか－＞

　新「実施通達」による都教委の強制強行は、まず４校の周年行事校で始まっている。１０月３１日の「足立西」をはじめ１１月１日に「大森」「杉並工」「高島」で実施された。どの学校でも、事前に都教委の強い指導が行われており、校長を呼び出し詳細にわたって指導を行うだけでなく、会場設営の段階から検閲が始まっており、式当日は８人の都教委職員が来た学校もあった。監視に来た都職員は、職員席の後ろで背面監視を行ったり、サイドに席をとり横睨み監視をしたりしている。また、斉唱時に動き回り歌っているかをチェックした学校もあった。更に、会場外で他職員の行動のメモをとりながらチェックしたりしている。

　他方事前に、職務命令の出し方まで指導しており、職員会議で「職務命令」を出した校長を待っていた都職員もいた。「職務命令」は口頭だけでなく、各個人に対しても文書でも出している。この「職務命令書」は様式が規格化されており、学校名・校長名を書き込むだけのものとなっている。校長によってはほんの少し文字を変えたりしているが、内容は全く同じものである。

校長による指導は「実施指針」に忠実なもので、各教員がどの時間にどういう行動をとるかの詳細を記したタイムテーブルが教員毎に作成されており、座席表に基づいた椅子に名前が貼られてある。そして「日の丸・君が代」の時は、教頭が職員の行動をチェックするように指導されており、校長・教頭はどこに座りどの方向を向くかまで指導されている。教員に対しては服装指導もあり、「スーツ」あるいは「ネクタイをつけるように」等を口頭指導をしている。「ジャージー、ジーンズ、ジャンバー、セーターはだめ」とも付け加えている。まさに戒厳令下の学校であった。ひどい例ではある学校の校長祝辞は「一剣報国」であった。また、斉唱が終わったら教員に生徒の席に戻り、静かにさせるよう指示が出された学校もあった。結局、起立・斉唱のみが目的であったのだ。

＜実施指針に抗議しよう!!＞
　以上、通達及び実施指針、そして実際の介入等は、行政による不当な記入を禁止した教育基本法10条違反に該当します。「日の丸・君が代」強制に反対する市民運動ネットワークこの通達・実施指針を撤回させるために、多くの抗議の声を「都民の声」や都教委に集中させることが大切だと思います。どうぞよろしくお願いします！！    　　　以下、抗議先です
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▼「都民の声総合窓口」新宿区西新宿2-8-1東京都庁　

Fax:03-5388-1233　Tel:-5320-7741　koe@metro.tokyo.jp
http://www.metro.tokyo.jp/POLICY/TOMIN/iken.htm
▼清水司教育委員長／横山洋吉教育長　新宿区西新宿2-8-1東京都教育委員会　Fax:03-5388-1725　Tel:03-5320-6701

▼都立学校等卒業式・入学式対策本部 斎藤尚也本部長

新宿区西新宿2-8-1東京都教育庁Fax03-5338-1733 ℡03-5320-6836







第６回多摩中人事委員会公開口頭審理12月24日(水)


いよいよ処分庁新井課長尋問です。








　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都庁第一庁舎北棟39階にて


　　　　　　傍聴希望者は13:30～13:45整理券配布までにおいでください。











人事委員会室見取り図（左図）


3個の長机　正面が人事委員2名/左が請求人側（根津･弁護士）4名/右が都庁側（都担当者･弁護士）4名


斜めの机　書記、テーブル/長マル　人事委員会の事務官5～6名


下側の大きな場所に2列で傍聴者29人と記者席２。


部屋の5分の1の所に傍聴者30人近くが押し込められ、残り5分の4に10数名というわけです。


太線は壁、右と上側の細線は窓です。
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